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1. はじめに 

新設構造物の予防保全手段として使用するシラン系表面含浸材は、数々の研究結果より、コンクリートの施

工からある程度日数が経過し、施工することが望ましいことが知見として得られている 1)。これは、コンクリ

ート脱型後初期は含水率が高いことに起因しているものと考えられる。しかし、脱型直後できるだけ早いうち

に施工を行うことができれば、工事全体で見ると非常に効率的になると考えられる。小松の研究では、早期の

表面含浸材施工による表面含浸材の性能に大きな変化は見られなかった 2)が、一般的には、異なる水セメント

比のコンクリートが使用されるため、水セメント比の違いによる性能変化を検討する必要がある。 

そこで、本研究では初期材齢に表面含浸材を施工するシステムを確立するため、水セメント比を変化させた

供試体に表面含浸材を含浸し、シラン系表面含浸材の性能に与える施工材齢と水セメント比の関係について検

討を行った。 

2. 実験方法 

試験パラメータを表-1に示す。供試体はモルタルとし、モル

タル打設後翌日に脱型を行った。その後、水中養生を 4日行い、

1日間室内に存置した。その後、材齢 7日から、20℃、60%R.H.

環境下に静置した。シラン系表面含浸材はアルキルアルコキシ

シラン及びアルキルアルコキシシロキサン（主成分濃度：90%

以上）のものを使用した。 

 40mm×40mm×160mm の供試体を用いて 7 日、14 日、28 日、

56 日および 112 日に供試体断面内含水率測定を電気抵抗式コン

クリート・モルタル水分計（HI-800）により測定を行った。ま

た、40mm×40mm×40mm の供試体を用いて 7 日、14 日、28 日、

56 日および 112 日に吸水試験を「JSCE-K571-2013 表面含

浸材の試験方法(案)」吸水試験に基づき実施した。また、

吸水試験後の供試体を切断した断面で散水を行い、含浸深さ測

定を行った。 

3. 実験結果および考察 

3.1 供試体断面内含水率 

材齢 56 日で測定した含水率分布を図-1に示す。いずれの水セ

メント比、表面含浸材施工日、施工量、測定材齢においても、

概ね全ての供試体で、モルタル表面の含水率が内部と比較して

小さい傾向が示された。これは乾燥により外部に水分が放出さ

れたため、モルタル中の含水率に勾配が生じたものと考えられ

る。そのため、表面含浸材の透湿性機能に与える施工材齢の影

響は大きくないものと考えられる。また、表面含浸材施工量

0.2kg/m2 の含水率は、供試体深さ方向の傾きに大きな相違

が生じていないことが確認できる。これにより、本施工量

表-1 試験パラメータ 

施工材齢 7 日，14 日，28 日 

表面含浸材 

施工量 

0kg/m2，0.20kg/m2，

0.35kg/m2 

水セメント比 30%，45%，60% 
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図-1 含水率分布(材齢 56日) 

 

 

図-1 含浸材施工量 0.20kg/m2長さ変化 

jsce7-046-2018

                               1 / 2



では、透湿性に大きく影響を与えていないと考えられる。

一方で、表面含浸材施工量 0.35kg/m2 では、施工量 0.2kg/m2

と比較し、W/C=60%の含水率の傾きが大きいことが確認で

きる。これは、施工量を大きくするほど、含浸層が緻密に

なるため、内部から外部への水分移動が妨げられ、透湿性

に影響を与えたものと考えられる。しかし、施工材齢によ

る差は大きくない。そのため、表面含浸材の透湿性機能に

与える早期施工の影響は、ほとんどないものと考えられる。 

3.2 吸水試験結果 

材齢56日において試験開始から 7日後の吸水率を図-2に示す。

いずれの水セメント比、測定材齢、施工量においても、材齢 7 日、

14 日、28 日に表面含浸材を施工した場合、吸水の抑制が確認で

きた。表面含浸材施工量 0.2kg/m2における各水セメント比の吸水

率は、水セメント比の増加とともに吸水率が増加する傾向

を示した。含浸材施工量 0.35kg/m2 では、水セメント比が

変化しても吸水率に変化が見られなかった。これは、水セ

メント比の増加により、モルタル中の空隙が増加するが、

0.2kg/m2 では吸水性を保持するために必要な含浸材量が

不足していた可能性がある。一方で、使用量が多い

0.35kg/m2 では、空隙が多くなる W/C=60%でも十分に吸

水性能が保持できたものと考えられる。 

3.3含浸深さ測定結果 

材齢 112 日で測定した含浸深さについて、施工材齢で比

較したものを図-3 に示す。水セメント比に関わらず、表面

含浸材を早期に施工した供試体ほど含浸深さが小さい傾

向を示した。表面含浸材を早期に施工するほど、モルタル

内部に水分が存在するため、モルタル中に含浸せず表層に

留まったか、蒸発した可能性がある。また、水セメント比

が変化しても含浸深さに大きな差は確認できなかった。 

吸水試験などから表面含浸材の性能は、施工時期によっ

て大きな違いは見られない。これより、含浸深さが表面含

浸材の性能にどのような影響があるのかさらに検討して

いく必要がある。 

4.まとめ 

含水率分布は、施工材齢による差は確認できなかった。吸水性能は、各水セメント比における施

工材齢による大きな変化は確認できなかった。早期の供試体表面は含水率が高いため、表面含浸材

の含浸深さが早期施工の供試体ほど小さくなったが、水セメント比での差は見られなかった。 
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図-2 吸水率分布(材齢 56日) 

 

 

図-1 含浸材施工量 0.20kg/m2長さ変化 

0

2

4

6

30% 45% 60%

含
浸
深
さ
（
m
m
）

水セメント比（％）
施工材齢7日 施工材齢14日 施工材齢28日

 

図-3 含浸深さ(材齢 112日) 
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